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川湯
2018、2024
森林へのシカ影響：大→大
・不嗜好性種の優占

つつじが原
2011、2019、2022
森林へのシカ影響：中→中
・カラフトイソツツジ食痕

神の子池
2022
森林へのシカ影響：中
・稚樹の消失

西別岳
2019、2022
高山植生へのシカ影響：大→大
・低木層の食痕

摩周カルデラ
2011、2019、（2025）
森林へのシカ影響：大→大
・樹皮はぎ
・低木層衰退

ポンポン山
2011、2019、2023
噴気孔植生へのシカ影響
・ニコゲヌカキビの侵入
・コケ層の衰退

和琴半島
2011、2019、（2025）
森林へのシカ影響：小→中
・嗜好性種の食痕

パンケト―
2018、2024
森林へのシカ影響：小→中
・ササ衰退
・稚樹の消失

チウルイ川
2018、2024
森林へのシカ影響：大→大
・ササ衰退
・稚樹の消失

阿寒湖畔森林A区（2025）

阿寒湖畔森林D区（2025）

阿寒湖畔森林F区（2025）

白湯山ボッケ
2011、2019、2022
噴気孔植生へのシカ影響
・噴気孔植生への踏圧

阿寒湖畔ボッケ
2011、2019、2023
噴気孔植生へのシカ影響
・イヌエンジュ食痕

雌阿寒・鞍部・阿寒富士
2019、2024
高山植生へのシカ影響：小→大
・イワブクロ食痕
・ハイマツ拡大

中島
2011、2019、2023
森林へのシカ影響：大→大
・ササの消失
・クサソテツ食痕
・樹皮はぎ

・不嗜好性とされていた種が食べられ始めている
（中島、屈斜路湖北西岸）

・森林の天然更新は全体的に阻害
・噴気孔植生では植生全体への影響は捉えにくい。個別

種毎で見ると影響が確認されている
・高山植物への影響が増加

2011年以降の植生モニタリングまとめ

森林のモニタリング 噴気孔植生のモニタリング

高山植生のモニタリング 調査用シカ排除区

屈斜路湖北西岸
2018、2023
森林へのシカ影響：大→大
・樹皮はぎ
・クサソテツ食痕
・稚樹の消失
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嗜好性植物と不嗜好性植物のBMIの変化

川湯A,B BA

R6R1R6R1

1012149コドラート内種数

20.99 26.98821.72422.53ササ

パンケト―北岸A,B
BA

R6H30 R6H30

1818146コドラート内種数

1.515 58.0312.187541.57ササBMI

H30 R6 

チウルイ川沿いA,B
BA

R6H30R6H30

28272218
コドラート内
種数

1.9822.819.253.2ササBMI

H30 R6 

阿寒富士鞍部雌阿寒

R6R1R6R1R6R1

019084.910ハイマツ平均被度×出現数

雌阿寒、鞍部、阿寒富士

令和6年度 植生調査結果

BA１

R5H30R5 H30

81198コドラート内種数

45.327.252.966.7ササBMI

R5年度屈斜路湖北西岸（参考）
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令和6年度 登山道調査（雌阿寒：雌阿寒温泉コース～オンネトーコース）

イワブクロ食痕

その他食痕（草本・ツツジ類）

その他食痕（樹皮はぎ）

エゾシカ痕跡：夏（シカ道・足跡・糞）

植生調査区

エゾシカ痕跡：秋（シカ道・足跡・糞）

ツツジ類の食痕がやや減少し、樹高
が高くなる

食痕のないツツジ類が増
える

ここより低標高ではほとんどのナナカマドが樹皮はぎされていた
が、ここから森林限界までは樹皮はぎが散在

シラネワラビに食痕が見られるが
ウサギの可能性あり

地形的に採食可能なイワブクロはほぼ採食

ツツジ類はほぼ採食

ツツジ類はほぼ採食

山頂付近の痕跡は
夏のみ

調査日：2024年8月21日
10月5日
10月9日
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令和6年度詳細植生調査結果_調査区ごとの種別BMI

・クマイザサが大きく減り、他種が成長している可能性

パンケト―北岸A
R6R1

++シラネワラビ
+0ミヤマワラビ

0+ニッコウシダ
0+トドマツ実生

+0オヒョウ実生
+0ニレSP
+0ミヤママタタビ実生

+0ゴトウヅル実生
+0エゾキイチゴ

++コミヤマカタバミ
++イタヤカエデ実生

+0シナノキ実生
+0ミヤマスミレ

0.19 0ミヤマタニタデ
+0ハリギリ実生
+0マイヅルソウSP

+0クルマバツクバネソウ
12.19 41.57 クマイザサ

++サッポロスゲ
1.80 0.84 サハリンイトスゲ

パンケト―北岸B
R6R1

0.14 8.18 オシダ
+0.78ニッコウシダ

0+トドマツ実生
+0ニレSP

0.14 0.56 エゾイラクサ
1.020ハルカラマツ

0+ミヤママタタビ実生

++コンロンソウ
0+ゴトウヅル

+0.10 シウリザクラ
++イタヤカエデ実生

+0ハウチワカエデ実生
++キツリフネ

++シナノキ実生
++ハリギリ実生
++トネリコsp実生

++オククルマムグラ
0.80 +エゾタツナミソウ

++レンプクソウ
1.52 58.03 クマイザサ

2.55+マムシグサ
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・クマイザサが大きく減り、他種が成長している可能性
・クシロワチガイソウは消失

チウルイ川沿いA
R6R1

++ホソバトウゲシバ
00.52 ニッコウシダ
0+トドマツ実生
++ニレsp実生
0+クシロワチガイソウ
+0レイジンソウSP
+0サラシナショウマ
+0ヒメイチゲ

0.10 0.07 ゴトウヅル実生
0+トガスグリ実生
++ヒメゴヨウイチゴ
++コミヤマカタバミ
++イタヤカエデ実生
++フイリミヤマスミレ
++ミヤマタニタデ

0.10 0.43 トネリコsp実生
+0オオバノヤエムグラ
++オククルマムグラ
+0オニルリソウ
+0エゾタツナミソウ
+0レンプクソウ
++マイヅルソウsp

19.22 53.19 クマイザサ
0.15 0.51 サッポロスゲ
2.50 4.47 サハリンイトスゲ

チウルイ川沿いB
R6R1

++ホソバトウゲシバ
0.17 0.65 オシダ

++ミヤマワラビ
+0.88 ニッコウシダ
+0オヒョウ実生
+0.21 ニレsp実生

0.580.26ムカゴイラクサ
++カラマツソウsp

0.08 0.32 サラシナショウマ
0.30 0ツルアジサイ
0.01 +ズダヤクシュ

++ヒメゴヨウイチゴ
+0.20 コミヤマカタバミ
++イタヤカエデ実生
++キツリフネ
0+シナノキ実生
++フイリミヤマスミレ
++ミヤマタニタデ
++ヤブニンジン
+0ヤチダモ実生
+0.31 トネリコsp実生
++オオバノヤエムグラ
++オククルマムグラ
++エゾタツナミソウ
++アザミsp
++マイヅルソウsp
++イネ科sp

1.98 22.76 クマイザサ
1.82 6.40 サッポロスゲ
8.15 9.06 サハリンイトスゲ
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・エゾイラクサ、キツリフネが大きく減少
・ハンゴンソウ、クサソテツが増加

川湯A

R6R1
6.970クサソテツ

0+ニッコウシダ
40.25 75.72 エゾイラクサ

7.64 3.82 ミゾソバ
+0ハナタデ

00.88キハダ
+0イタヤカエデ

7.19 38.07 キツリフネ

+0.17 ツルウメモドキ
+0シナノキ

+1.00 オオバノヤエムグラ
+0トウバナSP

1.83 8.86 アキタブキ
18.37 7.56 ハンゴンソウ

21.72 22.53 ミヤコザサ
+0ヒメシラスゲ

川湯B

R6R1
6.43 9.60 ヤマドリゼンマイ

0 +ニッコウシダ
0.12 0 アカエゾマツ実生

0 0.85 ノリウツギ
+0 オオヤマザクラ実生

++ナナカマド実生
0.22 1.32 ヤマウルシ

0 +ハウチワカエデ実生

0.18 0.23 ゴゼンタチバナ
++コシアブラ実生

0 0.20 オオバスノキ
+0.13 マイヅルソウ

20.99 26.99 ミヤコザサ
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